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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像品位を一定に保つために、あらかじめ決められた調整タイミングで各種パラメータ
の調整を行う調整モードを有する画像形成装置において、
　パッチ画像を形成し、形成された前記パッチ画像を読み取って前記各種パラメータの調
整値を演算し、演算された前記調整値により正規調整を実施する正規調整実施手段と、
　前記正規調整実施手段により演算された前記調整値を記憶する調整値記憶手段と、
　画像形成枚数が所定値に達することに応じて、前記調整タイミングの発生を判断する調
整タイミング発生判断手段と、
　前記調整タイミング発生判断手段によりジョブ中に前記調整タイミングが発生すると判
断される場合、前記パッチ画像を形成することなく、前記調整値記憶手段に記憶された前
記調整値に従って前記調整タイミングにおける調整値を予測し、予測された前記調整値に
より簡易調整を実施する簡易調整実施手段と、を備え、
　前記正規調整実施手段は、前記簡易調整実施手段によりジョブ中に前記簡易調整が実施
された場合、及び、次回の調整タイミングに到達するまでの画像形成枚数が所定の閾値未
満の場合は、ジョブの終了後に前記正規調整を実施することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記簡易調整を行うかどうかをユーザが選択可能な選択手段を備えることを特徴とする
請求項１記載の画像形成装置。
【請求項３】
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　前記調整値は、感光体を露光するレーザーの光量、前記感光体を帯電する帯電器の電圧
、及び現像器へのトナー補給量のいずれかを含むことを特徴とする請求項１記載の画像形
成装置。
【請求項４】
　前記正規調整実施手段による前記正規調整中にジョブの入力があるかどうか判断するジ
ョブ入力判断手段と、
　ジョブ入力がある場合、前記正規調整を中断する正規調整中断手段と、
　ジョブ入力がなく前記正規調整が終了した場合、前記調整値記憶手段のレジスタ値を更
新するレジスタ値更新手段と、
　を備えることを特徴とする請求項１記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像濃度調整の機能を備えた画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の複写機、特にカラー複写機においては、複数枚の原稿を複数部コピーする場合、
常に同様の色味を確保するために、あらかじめ決められたタイミングで、色味が一定とな
るように各種パラメータの調整を実施している機種が存在する。
【０００３】
　あらかじめ決められたタイミングとは、例えば一定の枚数（Ａ４用紙２０００枚など）
や、一定の時間（１時間など）に設定されることが多い。
【０００４】
　また、各種パラメータとは、例えばカラー複写機の場合、感光体（感光ドラムや感光ベ
ルト）に印加する高圧バイアス電圧や、感光体に潜像を形成するレーザ素子の発光量、感
光体に供給するトナー量などがある。
【０００５】
　これらのパラメータは、短期的には印字ジョブ中の各部材の環境の変化（温度、湿度な
ど）、長期的には各部材の経年劣化による特性変動（感光体の帯電特性、レーザ素子の発
光量など）によりその値が変動する。従って、適度にパラメータの調整を行わないと、印
字ジョブ中に主に色味の変動が発生する。
【０００６】
　色味の変化とは、電子写真方式におけるカラー画像の場合、フルカラーを表現するため
のイエロー（Ｙ）トナー、マゼンタ（Ｍ）トナー、シアン（Ｃ）トナー、ブラック（Ｋ）
トナー各色の濃度再現性の変化に他ならない。
【０００７】
　例えば、感光体に供給するトナー量が多くなればそれだけ濃度が濃くなる。また、感光
体に印加する帯電電圧が大きくなると、感光体に静電付着するトナー量が多くなりそれだ
け濃度が濃くなる。更には、感光体に照射するレーザ光のパワーが大きくなると、感光体
上に形成される潜像が深くなってトナーの付着が多くなり結果それだけ濃度が濃くなる。
【０００８】
　また、Ｙ、Ｍ、Ｃ、Ｋの各トナーはそれぞれの特性が異なり、例えば、レーザパワーを
１０％アップした場合のＹ、Ｍ、Ｃ、Ｋ各濃度はそれぞれ、５％、１２％、１０％、２％
というように、色によって濃度向上度が異なる場合が一般的である。また、例えば、Ｍト
ナーにはＹ成分が数１０％含まれていることは広く知られており、Ｍの濃度を高くしたい
場合には、単純にＭトナー量のみを多くするだけでなく、Ｙトナー量も調整しなければ所
望の色変更はできない。
【０００９】
　このように、色調整は、Ｙ、Ｍ、Ｃ、Ｋ各色の微妙な調整が必要になることが知られて
いる。また、この色調整には数分を要するのが一般的である。
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【００１０】
　しかしながら、この調整が通常に行われる場合、例えば、２０００枚毎に調整タイミン
グが設定されていると、すでに調整後１８００枚の印字を経ていたとき、５０枚×１０部
のコピーをとるユーザが現れると、コピージョブ中に調整に入ることになる。この結果、
画像形成装置の前で印字完了を待っている次のユーザはその間待たされる不具合を生じる
。
【００１１】
　また、ユーザの中には赤が赤っぽく、青が青っぽく表現されていればさほど色味の安定
にはこだわらない者も数多く存在し、そういうユーザにとっても上記のコピージョブ中の
調整工程は不快感を誘発する。
【００１２】
　この課題に対して、コピージョブ終了後からの経過時間又は経過時間と環境条件に基づ
いて、次のコピージョブ開始時に予測値による調整を行ってからコピージョブを開始する
技術が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【００１３】
　更に、コピー枚数を計測し、コピージョブ終了時に、次のジョブを開始したとき、ジョ
ブ中に調整モードに入ると予測される場合には、調整を実行してコピー枚数の計測値をク
リアする技術も提案されている（例えば、特許文献２参照）。
【特許文献１】特開２００４－３４７６６６号公報
【特許文献２】特開２００４－１４２２５０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　しかしながら、特許文献１に代表される技術では、予測値による調整のタイミングが前
回ジョブ終了時からの経過時間がベースとなっている。そのため、前回ジョブのプリント
アウトがテキストベースの印字デューティが低いジョブであったとすると、感光体やレー
ザ素子の疲労度は軽く、調整タイミングはもっと遅いタイミングでもよい場合が考えられ
る。また、これから開始しようとしているジョブが、長時間にわたる場合は、ジョブ中に
もう一度調整タイミングが発生する場合があり、その場合は調整が行われないか、一旦ジ
ョブを中断して正規の調整に入る必要があるという課題がある。
【００１５】
　また、特許文献２に代表される技術では、調整のタイミングが前回ジョブ終了時からの
コピー枚数カウントがベースとなっている。そのため、前回ジョブのプリントアウトがテ
キストベースの印字デューティが低いジョブであったとすると、感光体やレーザ素子の疲
労度は軽く、調整タイミングはもっと遅いタイミングでもよい場合が考えられる。また、
前回ジョブ直後にジョブを開始する場合は、ユーザは結局調整に要する時間を待つ必要が
あるという課題がある。
【００１６】
　また、上述したように、ユーザの中には赤が赤っぽく、青が青っぽく表現されていれば
さほど色味の安定にはこだわらない者も数多く存在し、そういうユーザにとっては頻繁な
調整工程そのものが不要である場合もある。
【００１７】
　本発明の目的は、印字効率を向上させるパラメータ調整を実施することができる画像形
成装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　上記目的を達成するために、請求項１記載の画像形成装置は、画像品位を一定に保つた
めに、あらかじめ決められた調整タイミングで各種パラメータの調整を行う調整モードを
有する画像形成装置において、パッチ画像を形成し、形成された前記パッチ画像を読み取
って前記各種パラメータの調整値を演算し、演算された前記調整値により正規調整を実施
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する正規調整実施手段と、前記正規調整実施手段により演算された前記調整値を記憶する
調整値記憶手段と、画像形成枚数が所定値に達することに応じて、前記調整タイミングの
発生を判断する調整タイミング発生判断手段と、前記調整タイミング発生判断手段により
ジョブ中に前記調整タイミングが発生すると判断される場合、前記パッチ画像を形成する
ことなく、前記調整値記憶手段に記憶された前記調整値に従って前記調整タイミングにお
ける調整値を予測し、予測された前記調整値により簡易調整を実施する簡易調整実施手段
と、を備え、前記正規調整実施手段は、前記簡易調整実施手段によりジョブ中に前記簡易
調整が実施された場合、及び、次回の調整タイミングに到達するまでの画像形成枚数が所
定の閾値未満の場合は、ジョブの終了後に前記正規調整を実施することを特徴とする。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、ジョブ終了かどうかを判断し、ジョブ中に調整タイミングが発生する
かどうかを判断する。そして、調整値記憶手段の記憶内容に従って調整タイミングにおけ
る調整値を予測し、予測される調整値により簡易調整を実施する。このようにジョブ中に
調整タイミングが来た場合、調整に時間の掛からない簡易調整を実施するので、印字効率
を向上させるパラメータ調整を実施することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照しながら詳細に説明する。
【００２４】
　図１は、本発明の実施の形態に係る画像形成装置の構成を概略的に示す図である。
【００２５】
　図１において、画像形成装置は、画像読み取り装置１Ｒと画像出力装置１Ｐとから構成
されている。以下、その構成を、必要に応じて動作と併せて説明する。
【００２６】
　画像出力装置１Ｐは大別して、画像形成部１０、給紙ユニット２０、中間転写ユニット
３０、定着ユニット４０、及びＤＣコントローラ１００から構成される。
【００２７】
　更に、個々のユニットについて詳しく説明する。画像形成部１０は次に述べるような構
成になっている。像担持体としての感光体（感光ドラム）１１がその中心で軸支され、矢
印方向（反時計回り方向）に回転駆動される。感光体１１の外周面に対向して、その回転
方向に一次帯電器１２、光学系の露光部１３、折り返しミラー１６、現像装置１４Ｙ、１
４Ｍ、１４Ｃ、１４Ｋが配置されている。現像装置１４Ｙ、１４Ｍ、１４Ｃ、１４Ｋは、
それぞれイエロー、マゼンタ、シアン、ブラックのトナーを順番に感光体１１に適宜供給
し、計４回の現像を順次行うことにより、フルカラーの画像を形成する。
【００２８】
　まず、イエローの現像を行う。一次帯電器１２において、感光体１１の表面にイエロー
画像版に応じた均一な帯電量の電荷を与える。次いで、露光部１３により、イエロー画像
版に応じ、記録画像信号に応じて変調した、例えばレーザービームなどの光線を、折り返
しミラー１６を介して感光体１１上に露光させる。この露光によって、そこにイエロー画
像版の静電潜像を形成する。
【００２９】
　更に、イエロー現像剤（トナー）を収納した現像装置１４Ｙによって上記静電潜像を顕
像化する。顕像化された可視画像（現像像）を、中間転写体である中間転写ベルト３１の
一次転写領域Ｔに転写する。
【００３０】
　感光体１１が回転して、一次転写領域（画像転写領域）Ｔを通過した下流で、クリーニ
ング装置１５により、中間転写ベルト３１に転写されずに感光体１１上に残されたイエロ
ートナーを掻き落として感光体表面の清掃を行う。以上に示したプロセスにより、現像装
置１４Ｍによってマゼンタトナーによる画像形成が、現像装置１４Ｃによってシアントナ
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ーによる画像形成が、現像装置１４Ｋによってブラックトナーによる画像形成がそれぞれ
順次行われる。
【００３１】
　給紙ユニット２０は、転写材Ｐを収納するためのカセット２１、カセット２１より転写
材Ｐを一枚ずつ送り出すためのピックアップローラ２２、給紙ローラ対２３及び給紙ガイ
ド２４を備える。また、給紙ユニット２０は、画像形成部１０の画像形成タイミングに合
わせて転写材Ｐを二次転写領域Ｔｅへ送り出すためのレジストローラ２５ａ、２５ｂを備
える。
【００３２】
　中間転写ユニット３０について詳細に説明する。中間転写ベルト３１は、中間転写ベル
ト３１に駆動を伝達する駆動ローラ３２、中間転写ベルト３１の回動に従動する従動ロー
ラ３３及び二次転写対向ローラ３４に巻架される。二次転写対向ローラ３４は、中間転写
ベルト３１を挟んで二次転写領域Ｔｅに対向する。
【００３３】
　駆動ローラ３２と従動ローラ３３との間に一次転写平面Ａが形成される。駆動ローラ３
２は、金属ローラの表面に数ｍｍ厚のゴム（ウレタン又はクロロプレン）をコーティング
して中間転写ベルト３１とのスリップを防いでいる。駆動ローラ３２は、パルスモータ（
不図示）によって矢印Ｂ方向へ回転駆動される。
【００３４】
　一次転写平面Ａは画像形成部１０に対向し、感光体１１が中間転写ベルト３１の一次転
写面Ａに対向するようにされている。よって一次転写面Ａに一次転写領域Ｔが位置するこ
とになる。感光体１１と中間転写ベルト３１が対向する一次転写領域Ｔには、中間転写ベ
ルト３１の裏に一次転写用帯電器３５が配置されている。
【００３５】
　二次転写対向ローラ３４に対向して二次転写ローラ３６が配置され、中間転写ベルト３
１とのニップによって二次転写領域Ｔｅを形成する。二次転写ローラ３６は中間転写ベル
ト３１に対して適度な圧力で加圧されている。また、中間転写ベルト３１上の二次転写領
域Ｔｅの下流には、中間転写ベルト３１の画像形成面をクリーニングするためのクリーニ
ングユニット５０が配置されている。クリーニングユニット５０は、クリーニングブレー
ド５１、及び廃トナーを収納する廃トナーボックス５２を備える。
【００３６】
　定着ユニット４０は、内部にハロゲンヒーターなどの熱源を備えた定着ローラ４１ａと
、その定着ローラ４１ａに加圧される加圧ローラ４１ｂ（この加圧ローラ４１ｂにも熱源
を備える場合もある）とからなる定着ローラ対４１を備える。また、定着ユニット４０は
、定着ローラ対４１のニップ部へ転写材Ｐを導く搬送ガイド４３、定着ローラ対４１から
排出されてきた転写材Ｐを更に装置外部に導き出すための内排紙ローラ４４、外排紙ロー
ラ４５を備える。
【００３７】
　外排紙ローラ４５の下流側には、機外に突出して排紙トレイ４８が設けられ、一次転写
面Ａ上にあって、一次転写領域Ｔの下流側にはレジストずれを検知するレジストセンサ６
０が配置されている。
【００３８】
　次に画像形成装置の動作を説明する。
【００３９】
　ＤＣコントローラ１００より画像形成動作開始信号が発せられると、まずピックアップ
ローラ２２により、カセット２１から転写材Ｐが一枚ずつ送り出される。そして給紙ロー
ラ対２３によって転写材Ｐが一対の板からなる給紙ガイド２４の間を案内されて、レジス
トローラ２５ａ、２５ｂまで搬送される。その時レジストローラ２５ａ、２５ｂは停止さ
れており、転写材Ｐの先端はレジストローラ２５ａ、２５ｂのニップ部に突き当たる。
【００４０】
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　その後、画像形成部１０が画像の形成を開始するタイミングに合わせてレジストローラ
２５ａ、２５ｂは回転を始める。レジストローラ２５ａ、２５ｂの回転は、転写材Ｐと、
画像形成部１０より中間転写ベルト３１上に一次転写されたトナー画像とが、二次転写領
域Ｔｅにおいてちょうど一致するようにそのタイミングが設定されている。
【００４１】
　一方、画像形成部１０では、ＤＣコントローラ１００からの画像形成動作開始信号が発
せられると、感光体１１上に形成されたトナー像が、一次転写用帯電器３５によって一次
転写領域Ｔにおいて中間転写ベルト３１に一次転写される。
【００４２】
　その後、転写材Ｐが二次転写領域Ｔｅに進入し、中間転写ベルト３１に接触すると、転
写材Ｐの通過タイミングに合わせて二次転写ローラ３６に高電圧を印加する。そして、二
次転写ローラ３６の作用により。中間転写ベルト３１上に形成されたトナー像が転写材Ｐ
の表面に転写される。
【００４３】
　これらの工程は、まずＹ画像について実施され、Ｙ画像転写後の転写材Ｐは、給紙方向
と反対の方向（図面では左から右方向）に搬送される。次に、同様の工程で、中間転写ベ
ルト３１にはＭ画像が転写された後、転写材Ｐがタイミングを合わせて順方向（図面では
右から左）に搬送されて、中間転写ベルト３１上に形成されたトナー像が転写材Ｐの表面
に転写される。以降、同様の工程で順次Ｃ画像、Ｋ画像が転写材Ｐの表面に転写される。
【００４４】
　その後、この重ね合わせ転写によりフルカラー画像が形成された転写材Ｐは搬送ガイド
４３によって、定着ローラ対４１のニップ部まで正確に案内される。そして定着ローラ対
４１の熱及びニップ部の圧力によってトナー画像が転写材Ｐ表面に定着される。その後、
内外排紙ローラ４４、４５により搬送され、転写材Ｐは機外の排紙トレイ４８上に排出さ
れる。
【００４５】
　感光体１１の機械的取り付け誤差及び露光部１３によって発生するレーザービーム光の
光路長誤差、光路変化等の理由により、感光体１１上で形成された画像のレジストレーシ
ョンにずれが生じる。このずれを検知して補正するために、レジストセンサ６０が設けら
れている。
【００４６】
　以上説明した画像形成装置では、装置の使用頻度、環境条件などによってＹ、Ｍ、Ｃ、
Ｋの画像濃度が変動するので、適宜各色の濃度補正を行う必要がある。
【００４７】
　図２は、図１におけるＤＣコントローラの内部構成を概略的に示す図である。
【００４８】
　図２において、ＤＣコントローラ１００は、ＣＰＵ２０１、ＲＯＭ２０２、ＲＡＭ２０
３、ＥＥＰＲＯＭ２０４及びＡＳＩＣ２０５がシステムバス２０６に接続されることで構
成されている。
【００４９】
　ＣＰＵ２０１はシステム全体を制御する。また、後述する図６の濃度調整処理を実行す
る。ＲＯＭ２０２はＣＰＵの一連の動作がプログラムされている。ＲＡＭ２０３は、ＣＰ
Ｕ２０１が演算を行う場合に、一時的にデータを格納する。ＥＥＰＲＯＭ２０４は、濃度
調整に関わるユニットの調整値を複数個格納でき、状況に応じて格納した値を書き換えこ
とができる。
【００５０】
　ＡＳＩＣ２０５は、濃度調整に関わるユニットの動作を制御し、ＣＰＵ２０１から制御
を受けるとともに、ＥＥＰＲＯＭ２０４に格納してある各ユニットの調整値を読み出し、
各ユニットのレジスタに調整値を書き込む機能を有している。
【００５１】
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　また、ＡＳＩＣ２０５には、画像形成装置に構成されているユニットのうち、濃度調整
に関わるユニットとして、レーザドライバ２０７、高圧制御回路２０８及びトナー供給装
置２０９が接続されている。
【００５２】
　レーザドライバ２０７は、図１中の露光部１３のレーザパワーを制御し、Ｙ、Ｍ、Ｃ、
Ｋ各色のレーザパワー値を格納するレジスタを計４個有している。高圧制御回路２０８は
、図１中の感光体１１に帯電させる静電気を発生する一次帯電器１２と、中間転写ベルト
３１に帯電させる静電気を発生する一次転写用帯電器３５を制御し、それぞれＹ、Ｍ、Ｃ
、Ｋ各色の帯電量を格納するレジスタを計８個有している。トナー供給装置２０９は、図
１中の現像装置１４Ｙ、１４Ｍ、１４Ｃ、１４Ｋを制御し、各現像装置１４Ｙ、１４Ｍ、
１４Ｃ、１４Ｋから感光体１１に供給するトナー量を制御するレジスタを計４個有してい
る。
【００５３】
　このような構成による画像形成装置で、色調整を行う場合について正規の調整手順と簡
易調整手順について述べる。
（正規の調整）
　ここでは画像形成装置によって、複写枚数がＡ４用紙相当で５００枚印字された場合、
画像形成装置は色調整を実施する場合について説明する。５００枚印字という条件は、あ
くまで一例であり、本発明の制約事項ではない。１０００枚、２０００枚でも良いし、印
字に要した累積時間でも良い。
【００５４】
　図３は、図１における感光体を回転軸方向と垂直な方向から見た図である。
【００５５】
　図３において、感光体１１の回転方向は矢印Ｃで示されている。色調整を行う場合は、
感光体１１上の端部空き領域を利用して、あらかじめ決められた条件で図のようにＹの可
視画像３０１Ｙ、Ｍの可視画像３０１Ｍ、Ｃの可視画像３０１Ｃ、Ｋの可視画像３０１Ｋ
を形成する。形成された各色可視画像（現像像）は、パッチセンサ３０２にて、その濃度
が読み取られる。
【００５６】
　読み取られた各色可視画像の濃度値は、各々基準値と比較され、その増減を吸収すべく
読み取られた値が基準値となるように、図２に示すＣＰＵ２０１が適切なレーザパワー、
一次帯電器電圧、トナー補給量を演算する。演算された調整値は、レーザドライバ２０７
、高圧制御回路２０８、トナー補給装置２０９が有するレジスタに書き込みされると同時
にＥＥＰＲＯＭ２０４に格納される。
【００５７】
　そして以降の印字ジョブが発生した際に、ＣＰＵ２０１がＥＥＰＲＯＭ２０４から調整
値を読み取り、レーザドライバ２０７、高圧制御回路２０８、トナー補給装置２０９が有
するレジスタにその調整値の書き込みを行う。
【００５８】
　もちろん、前回のジョブから今回のジョブの間に画像形成装置の電源がオフされる等、
各レジスタに設定された値が揮発していなければ、ジョブ発生時にＥＥＰＲＯＭ２０４か
ら調整値を読み出す必要はない。
【００５９】
　図４は、図２におけるＥＥＰＲＯＭのアドレスマップの一例示す図である。
【００６０】
　図４において、下位アドレス（００ｈ）から順番に９バイトずつ３つのバンクを設け、
３つのバンクはレーザパワー値、一次帯電器電圧値、一次転写用帯電器電圧値、トナー供
給量に区切られている。更にひとつのバンクが３つの領域に区切られており、それぞれ最
新の調整値（ｎ）、ひとつ前の調整値（ｎ－１）、ふたつ前の調整値（ｎ－２）である。
【００６１】
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　新たに図３を用いて説明した調整が行われると、図２のＣＰＵ２０１は、ｎ領域の調整
値を（ｎ－１）の領域に、（ｎ－１）領域の調整値を（ｎ－２）の領域に上書きした後、
ｎ領域に新たな調整値を上書きする。
【００６２】
　ＥＥＰＲＯＭ２０４から、レーザドライバ２０７、高圧制御回路２０８、トナー補給装
置２０９が有するレジスタに書き込みを行う場合は、ｎ領域の調整値を読み出して書き込
みを行う。
【００６３】
　（予測値による調整）
　ここまでは正規の調整方法について述べてきた。次に、予測値（予測される調整値）に
よる調整（後述する図６における簡易調整）について調整方法を述べる。
【００６４】
　正規の調整は、５００枚の印字毎に実行すると説明した。この条件に従えば、例えば前
回のジョブまでに４００枚の印字が終了しており、今回のジョブで２００枚の印字ジョブ
が実行される場合、１００枚の印字が終了した時点で、一旦ジョブが中断することになる
。そして、先に説明した正規の調整が入ってしまい、ユーザは調整している間ジョブ終了
を延期されることになる。
【００６５】
　本実施の形態では、１００枚の印字が終了した時点で、１０１枚目の印字ジョブが開始
されるまでに予測値による調整を行い、ユーザにストレスを与えないようなジョブシーケ
ンスを提供する。
【００６６】
　予測値による調整手順を説明する。まず、レーザ光量の予測について説明する。
【００６７】
　予測値による調整を行う場合は、ＥＥＰＲＯＭ２０４から、図５に示すように、ｎ領域
、（ｎ－１）領域、（ｎ－２）領域のデータを読み出しておき、過去３回の調整値から、
今回予測される調整値を導く。
【００６８】
　図５は、露光部１３のレーザ素子に流す電流値でレーザパワー（レーザー光量）を予測
している。例えば、Ｙのレーザパワーについて説明すると、（ｎ－２）の電流値は３０ｍ
Ａ、（ｎ－１）の電流値は３３ｍＡ、ｎの電流値は３６ｍＡだったので、今回予測される
値は３９ｍＡとする。
【００６９】
　同様に、Ｍのレーザパワーは３０ｍＡ、Ｃ及びＫのレーザパワーは１５ｍＡと予測され
る。予測された予測値は、レーザドライバ２０７に具備されているレジスタに書き込みさ
れると同時にＥＥＰＲＯＭ２０４のｎ領域に予測値を書き込む。書き込みを行う前のｎ領
域のレジスタ値は（ｎ－１）領域に、（ｎ－１）領域のレジスタ値は（ｎ－２）領域のレ
ジスタ値に更新されている。
【００７０】
　予測は、ジョブ開始時にジョブ中に調整タイミングが来ると判断されたときに実施して
おけば、予測値の演算時間を省略できる、調整タイミングが来るかどうかわからない場合
は、ジョブ中に調整値を更新しなければならないが、先に述べた正規の調整を実施するよ
りははるかに時間を短縮でき、待ち時間によるユーザのストレスは小さい。
【００７１】
　全く同様の手順で、一次帯電器電圧、一次転写用帯電器電圧、トナー補給量についても
それぞれＹ、Ｍ、Ｃ、Ｋの調整値を予測して、高圧制御回路２０８、トナー補給装置２０
９が有するレジスタ及びＥＥＰＲＯＭ２０４に対する調整値更新を行う。
【００７２】
　図６は、図２のＤＣコントローラによって実行される画像濃度調整処理の手順を示すフ
ローチャートである。
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【００７３】
　本処理は、図２におけるＣＰＵ２０１によって実行される。
【００７４】
　図６において、まずユーザによってジョブが開始される（ステップＳ６０１）。次いで
ジョブが終了したかどうかを判断する（ステップＳ６０２）（ジョブ終了判断手段）。ジ
ョブが終了していたらステップＳ６０５に移行する。終了していない場合はステップＳ６
０３に移行する。
【００７５】
　ステップＳ６０３では、調整タイミングが発生したかどうかを判断する（調整タイミン
グ発生判断手段）。ここでは、別途設けられているページカウンタが５００に達成したら
ステップＳ６０４に移行する。カウンタが５００未満の場合は、ステップＳ６０２に戻る
。
【００７６】
　ステップＳ６０３において、調整タイミングが発生したと判断された場合は、前述の簡
易調整を実施する（ステップＳ６０４）（簡易調整実施手段）。もちろんジョブは終了し
ていないので、ジョブを中断することなく、各調整項目の予測値を各レジスタにセットす
る。処理が終了したらステップＳ６０２に戻る。
【００７７】
　ステップＳ６０２でジョブが終了したと判断されたら、ステップＳ６０４における簡易
調整を実施したかどうかを判断する（ステップＳ６０５）（簡易調整実施判断手段）。簡
易調整を実施した場合はステップＳ６０６に移行し、実施しなかった場合はステップＳ６
１１に移行する。
【００７８】
　ステップＳ６０６では、ジョブ中に簡易調整を行ったジョブが終了しているので、正規
調整を実施する（正規調整実施手段）。次いで正規調整中に次のジョブ入力があったかど
うかを判断する（ステップＳ６０７）（ジョブ入力判断手段）。ジョブ入力があった場合
はステップＳ６０８に移行し、ジョブ入力がなかった場合はステップＳ６０９に移行する
。
【００７９】
　ステップＳ６０８は、ジョブ終了後正規調整を実施中に、次のジョブが入力された際に
移行するステップであり、ここでは正規調整を中断し、処理シーケンスを終了する（正規
調整中断手段）。このとき、レジスタの値とページカウンタの値は変更しない。
【００８０】
　ステップＳ６０９では、正規調整が終了したかどうかを判断する。終了していなければ
ステップＳ６０７に戻る。終了していれば、ステップＳ６１０に移行する。ステップＳ６
１０では、正規調整で得られた調整値（レジスタ値）を、ジョブ中に書き込んだ簡易調整
値に置き換えて書き直し、処理シーケンスを終了する（レジスタ値更新手段）。
【００８１】
　ステップＳ６１１は、ジョブ中に簡易調整を行わなかったが、次回ジョブで調整タイミ
ングが発生しそうかどうかを判断するステップである。判断基準は任意であるが、ここで
は例えば調整タイミングが発生するページカウンタの値が５０未満の場合は、ステップＳ
６０６に移行して正規調整を行うものとする。また、判断基準を最新の１ジョブあたりの
出力枚数で流動的に変更してもよい。次回ジョブで調整タイミングが発生しないと判断さ
れた場合は、処理シーケンスを終了する。
【００８２】
　図６の処理によれば、ジョブ中に（ステップＳ６０２でＮ）調整タイミングが発生すれ
ば（ステップＳ６０３でＹ）、簡易調整を実行し（ステップＳ６０４）する。また、正規
調整実行（ステップＳ６０６）後にジョブ入力があれば（ステップＳ６０７でＹ）、正規
調整を中断する（ステップＳ６０８）。従って、印字効率を上げる最適なタイミングで濃
度調整を実行することができる。
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【００８３】
　上記実施の形態では、５００枚毎に調整シーケンスに入る旨を説明したが、工場出荷時
には出荷時の調整値が入っているものの、これを図５中のｎ回目の調整データと考えると
、（ｎ－１）回目、（ｎ－２）回目のデータは格納されていない。従って、最初の１００
０枚目までは予測値による調整ができないことになる。
【００８４】
　この不具合を回避するために、工場出荷後１０００枚目までは、ジョブ終了後に必ず正
規の調整を実施して、予測値データを導き出せるようにすればよい。ジョブ終了後の正規
調整であれば、連続してジョブが続く場合はユーザに待たされ感は生じるものの、装置導
入後最初のわずかな使用期間中であるのでユーザのストレスが蓄積されることはない。
【００８５】
　また、上記実施の形態では、ジョブ中に予測値による調整を実施する技術について説明
したが、これは、主にテキストベースの書類を原稿とするユーザに対し好適なものであっ
て、赤が赤っぽく、青が青っぽく見えていれば充分な使用例をターゲットにしている。
【００８６】
　予測値による調整は、あくまで予測値であり、グラフィック的な原稿を使用する頻度が
高いユーザにとっては有益な技術でない場合もあり得る。そのようなユーザは、たとえ待
ち時間が長くても所望の色味を表現したプリントアウトを必要とする。
【００８７】
　そこで、例えば、画像形成装置のオペレーションパネルに図６のようなユーザ選択画面
を表示させ、ＮＯを選択した場合は、予測値による調整を禁止するように、ＣＰＵ２０１
に制御させるようにする。
【００８８】
　この場合は、たとえジョブ中に調整のタイミングが発生した場合でも、上述した予測値
による調整は実施せず、ジョブを中断して先に述べた正規の調整を行う。
【００８９】
　また、予測値による調整の場合、印字枚数が多いと、毎回予測値による調整のみになる
可能性がある。予測値による調整が重なると、予測値の組み合わせによって予測値を算出
することになり、予測値の精度が低下することが考えられる。
【００９０】
　そこで、予測値による調整を行ったジョブが終了したときに、正規の調整を実施する。
また、正規の調整を実施している最中にジョブが発生した場合、ユーザが待たされてしま
うことになるので、その場合は正規の調整を中止し、ジョブを開始してジョブ終了後に改
めて正規の調整を実施する。
【００９１】
　また、上記実施の形態は、調整タイミングを印字枚数又は累積経過時間を基に設定する
旨を説明した。しかしながら、感光体の特性、レーザ素子の特性は印字デューティによっ
て大きく変動することが知られている。
【００９２】
　印字枚数による調整タイミングでは、標準的な８％テキスト原稿であれば、調整タイミ
ングは遅くて良いし、累積経過時間による調整タイミングでは、単位時間あたりの稼働率
が高い場合は、早めの調整タイミングが必要である。
【００９３】
　また、一般的なテキスト原稿は黒文字で構成されているものが多く、そのような原稿で
はＫに対する調整タイミングがＹ、Ｍ、Ｃよりも早く発生する。
【００９４】
　そこで、Ｙ、Ｍ、Ｃ、Ｋの印字デューティをカウントし、ジョブ中にあらかじめ決めら
れたカウント値に１色でも達した場合は、予測値による調整を実施する。もちろん、印字
枚数によるタイミングと累積時間によるタイミングを併用してもよい。
【００９５】
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　また、本発明の目的は、実施の形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコード
を記録した記憶媒体を、システム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュー
タ（又はＣＰＵやＭＰＵ等）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読み出して実行
することによっても達成される。
【００９６】
　この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した実施の形態の機
能を実現することになり、そのプログラムコード及び該プログラムコードを記憶した記憶
媒体は本発明を構成することになる。
【００９７】
　また、プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、フロッピー（登
録商標）ディスク、ハードディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－
ＲＷ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＤＶＤ－ＲＷ、ＤＶＤ＋ＲＷ、磁気テープ、不
揮発性のメモリカード、ＲＯＭ等を用いることができる。又は、プログラムコードをネッ
トワークを介してダウンロードしてもよい。
【００９８】
　また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、上記実施の
形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュー
タ上で稼動しているＯＳ（オペレーティングシステム）等が実際の処理の一部又は全部を
行い、その処理によって前述した実施の形態の機能が実現される場合も含まれる。
【００９９】
　更に、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機能
拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれた
後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備
わるＣＰＵ等が実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によって前述した実施の形態
の機能が実現される場合も含まれる。
【図面の簡単な説明】
【０１００】
【図１】本発明の実施の形態に係る画像形成装置の構成を概略的に示す図である。
【図２】図１におけるＤＣコントローラの内部構成を概略的に示す図である。
【図３】図１における感光体を回転軸方向と垂直な方向から見た図である。
【図４】図２におけるＥＥＰＲＯＭのアドレスマップを示す図である。
【図５】図２におけるレーザドライバによるレーザ光量予測値を導くグラフを示す図であ
る。
【図６】図２のＤＣコントローラによって実行される画像濃度調整処理の手順を示すフロ
ーチャートである。
【図７】図１の画像形成装置に備えられるオペレーションパネルの表示例を示す図である
。
【符号の説明】
【０１０１】
１００　ＤＣコントローラ
２０１　ＣＰＵ
２０２　ＲＯＭ
２０３　ＲＡＭ
２０４　ＥＥＰＲＯＭ（調整値記憶手段）
２０５　ＡＳＩＣ
２０６　システムバス
２０７　レーザドライバ
２０８　高圧制御回路
２０９　トナー供給装置
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